
 
 平成１８年度 中原区協働推進事業 事業評価書 

川崎市中原区役所 

 
１ 事業概要  

 
２ 事業評価 

 
３ 事業の方向性 

 
※ 区民会議からの主な意見 

 

番 号 事   業   名 
新規・

継続
開始年度 所管課 

２－１ 区役所コンサート 継続 平成５年度 総務企画課 

事業実施主体 総務企画課 対象者 区民 
■当初予定事業 

□緊急対応事業 

事業形態 
□直営 □一部委託 ■全部委託  

□その他（         ） 

関連事業局 

・事業内容 
― 

 目的及び 

内容 

 区民に質の高い音楽を気軽に楽しんでもらい、また親しまれる区役所を目指し、ランチタイムの

時間帯に区役所５階会議室において無料のコンサートを年６回開催する。クラシックやジャズ等、

幅広いジャンルの音楽を演奏。18 年度で計 85 回を数え、毎回 400 人前後の来場がある。多くの来

場者が楽しめるよう、演奏ジャンルに工夫を凝らしている。企画・運営は音楽プロデュース会社に

委託し、質の高い音楽を提供している。また、２歳以上の一時保育を併設し、子育て中の保護者に

とっても参加しやすい工夫を行っている。 

予算額 １，６８２，０００（円） 決算額 １，６６３，８９０（円） 不用額※ １８，１１０（円） 

※不用の理由 ― 

 5/18（木）「昼下がりのタンゴ」 

 6/23（金）「日本の心を問う～ベロだしチョンマ～」 

 8/29（火）「親子で楽しむ音楽の玉手箱～モーツァルト生誕 250 年」

 11/10（金）人形劇団「小さなスズナ姫」 

 12/21（木）[夜間]「クリスマスデキシージャズコンサート」 

 1/19（金）「スタンダードジャズ」 
結果・成果 

【事業実施状況・成果物などの写真等】

 

 

 

 

 

 

 

 

8/29 ベルカント室内管弦楽団 

実施時期 

(開催日/回数等)

5/18、6/23、8/29、

11/10、12/21、1/19 

参加 

人数等 
各回約 400 人 

評価の結果と理由（緊急対応事業の場合は緊急性・重要性についても触れること） 

高齢者、子育て中の母親の来場が大部分であった。演奏終了後には「感動した」「また来たい」等の好評の声を得

た。話の様子からリピーターが多くみられた。毎回盛り上がりをみせ、参加者に喜んでもらえるコンサートを開催

できた。 

試行として開催した夜のコンサートには、会社帰りのサラリーマンや父子といったランチタイムでは見られない

層の来場があった。しかしながら、何人ものリピーターがランチタイムの時間に来てしまったり、ランチタイムの

2/5 ほどの来場者数であるなど、課題が浮き彫りになった。リピーターが多いことから、引き続き幅広いジャンルの

音楽をプログラムすることが必要である。ほかの音楽イベントとも協力してプログラムを工夫する検討も必要だと

考える。 

次年度以降の事業計画 現在までの成果・具体的な展開方針 

■見直し・改善の上継続 

□終了を見越して継続する 

□現状どおり   

□終了する 

 参加対象を広げるため、開催時間等についても引き続き工夫することが求められ

る。現在、会場の冷房能力が限界なことから、今後さらに観客が増えるようであれば

他会場での開催について検討していく。 

・夜間に開催したコンサートの入場者数が少なかったとの評価があるが、夜間開催を数日実施すれば定着するので

は。 

・平日の開催では参加者が限られてしまう。試行の夜のコンサート企画は良かったと思う。仕事で来れない方へ、

コンサートの様子をビデオ等で紹介するのも良いと思う。 

別紙２ 


